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　源氏物語に描かれる儀式はさまざまなものがあるが、
宮中における年中行事はその主要な儀式がほぼ網羅さ
れている。描かれ方には精粗があり、単に儀式の名前
が触れられるだけの場合も少なくないが、一方朝競行
幸や五節、四十賀や産養などは、貴族社会の儀式の細
密画を見るような生彩ある儀式空間が描き出される。
その場合も儀式の一部始終を式次第に従って描くとい
うことは物語の目的ではないから、儀式のある部分に
焦点を合わせた描き方になるが、それでもその儀式の
全体の流れの中で描かれていることはまちがいない。
そうした儀式の一部の描写によってその儀式の威儀や
盛大さを印象づけるとともに、物語におけるその儀式
の持つ意味を深く刻み込むというのが、源氏物語の儀
式描写の方法といえる。
　従来の注釈史で看過されてきた儀式に打毬がある。
五月端午の節における騎射や競馬の行事に続いて行わ
れるが、必ずしも年中行事として定着してはいなかっ
たようである。物語では蛍巻で光源氏が自邸の六条院
で催すものである。一条朝に行われたという記録がは
っきりせず、作者紫式部がこれをどの程度正確に知っ
ていたのか疑問がないわけではないが、六条院の馬場
でおこなわれた「手結」は、騎馬打毬であったと思わ
れる。これは嵯峨天皇の弘仁十三年正月に渤海国使が
豊楽殿で披露したことが『類聚国史』（巻一九四）に
よって知られるが、その後平安中期まで断続的にほぼ
五月の宮中行事として行われてきた。この打毬につい
て調査したことの一部を2006年4月に論文にまとめ発
表したが、その競技の具体的な形態はよくわからない。
中国で古くから行われ、唐代に流行した。朝鮮半島でも
行われていて、東アジア圏に広く流布した競技であるが、
日本においては独自な形式化を遂げたと思われる。図版
資料としては正倉院御物に徒歩打毬の図柄を織り込ん
だ絨毯の切れがあり、絵巻類にも徒歩打毬のものがい
くつか確認できるが、騎馬打毬の古い例は確認できな
い。しかし、平安中期まで騎馬打毬が行われたことは
まちがいない。明治時代に再興される騎馬打毬は、平
安時代のものとは大きく異なる。この騎馬打毬の形態
について、本年度はさらに具体的な点を明らかにしたい。
　2007年3月に、中国の上海外国語大学における「日
本学国際シンポジウム」で、「光源氏物語における仏伝
の構造」を発表したが、これを基にして光源氏の出家
の問題を考察したいと考えている。出家の問題は源氏
物語の重要なテーマであり、平安貴族の人生観と深く
関わる。光源氏が青年時代から出家を考えているのも、
当然その時代の仏教思想を反映している面があるのだ
が、仏伝と関わらせるともう少し別の面が見えてくる
ように思う。釈迦の出家とは目的も意義も次元を異に
しているが、にもかかわらず、光源氏の出家には個人
の次元において釈迦が直面した問題と通底する問題が
見据えられていたのではないかと思われる。
　光源氏の物語と仏伝との関わりはこれまで精密に検
討されたことはなかった。源氏物語にさまざまな仏典
や経典が引用されていることは明らかにされてきたが、
光源氏の物語と仏伝との比較研究は不十分なままであ
った。『過去現在因果経』という奈良時代以来流布し、
平安貴族にも馴染み深い仏伝と光源氏の人生とを比較
すると、いくつかの類似点がある。ともに皇子として
生まれるのをはじめ、光り輝く容姿、人生の始めに予
言を受けること（釈迦は王の相と出家の相があるとい
われ、光源氏は王の相があるといわれる）、学問・教
養・芸能の分野における超人的な才能の発揮、光源氏
が転輪聖王や仏に喩えられること、人生無常の観想な
ど、無視しがたい類似点がある。
　仏になることを運命づけられていた釈迦と、世俗の
人生を生きた光源氏との次元の相違はそれとして、む
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しろ類似点を問題にする必要があるのではないかと考
える。それは単に源氏物語が仏伝を種本に利用したと
いうような、物語の筋書きや構想の源泉として考える
ということではなく、物語の人生観や宗教的救済につ
いての作者の思想的宗教的関心の所在とその行方を明
らかにすることに繋がる問題である。そのような源氏
物語の思想的な深みを理解するための一助として仏伝
との関わりを考察する。その点についての研究を本年
度のもう一つの課題とする。
　三つ目のテーマとして、アーサー・ウエイリーによ
る源氏物語の英訳が出版された時の英米における評判
を、NewYork　Times　Book　Reviewの書評（1925～1933）
を全訳して報告したい。これは一部にはよく知られて
いる記事だが、まだその全訳はない。十分に紹介する
意義のある記事である。
